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記録システムを有効に活
用するために

長上苑ショートステイ

鈴木智大

確実な情報伝達と
ゆとりのあるケアのために

施設の概要

はじめに
【取り組み理由】

●平成24年4月より記録システム『ちょうじゅ』
の導入

●申し送りの方法が『ちょうじゅ』導入以前と

見直しされていない現状

●『ちょうじゅ』を活用できていない？

自分自身の疑問点
●記録している情報と同じことを口頭でも伝

える必要があるのだろうか？

●情報伝達の重複ではないか？

●ご利用者様から目が離れてしまう。

●入苑されるご利用者様を待たせてしまう。

【取り組み➀】
『ちょうじゅ』への記録に関して現状把握の為、

アンケートの実施

入力した内容
がしっかり伝
わるか不安

『ちょうじゅ』
に何を入力し
たら良いか
分からない？

日中や

夜間の細か
い様子が分
からない

【取り組み②】
入力方法と伝達方法の

統一化を図る

●口頭で申し送りをしたことが、『ちょうじゅ』

には記録がされていない！

●口頭での申し送る事柄は必ず『ちょう

じゅ』にも記録をする

●申し送り内容は赤字にする
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【取り組み③】
ご利用者様が発した

言葉をそのまま記録していく

以前の日中の記録

記録が少なく
様子が分からない

現在の日中の記録

「トイレの場所が
分からなく

なっちゃった。」

以前の夜間の記録
『居室より出てくる。』の
みの記入の為、

何故居室から出てきた
のかが分からない

『異常なし』だけ
では、睡眠状況
がはっきりしない。

現在の夜間の記録

居室より出てくる
「私はいつ帰るの？」

開眼
「目が覚めちゃった」

7項目の定型文
➀良眠されている

②開眼

③居室より出てくる

④コール有り

⑤テレビを見ている

⑥センサー反応有り

⑦ベットで端座位で座っている
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【取り組み④】
｟口頭での申し送りなし｠を実施し、

その後アンケートをとる

申し送り無し

(すぐに対応できる)

申し送りあり

(ご利用者様から目が離れる)

まとめ・今後の課題

●まとめ

ご利用者様の言動に対する意識の向上

に繋がる

生活の様子が細かく分かるようになる

●課題

まだ記録の統一化がされていない

新規ご利用者様の記録が少ない

今後の取り組み
●記録のマニュアルを作成する

●口頭による申し送りなしの実施期間を

今後も設けていく

●『笑顔が見られた』や『楽しまれていた』

等、ご利用者様の明るい記録を増やし

ていく

ご清聴ありがとうございました


